
安全監視委員会の令和6年度以降の
環境モニタリング案について
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重水素実験
期間

重水素実験終了後
変更等の理由

～Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度～

中性子線 実験棟近傍 １地点（年２回）測定 測定を終了
中性子の
発生はないため

環境水中の
トリチウム

研究所周辺
河川水等

５地点（年２回）測定
Ｒ ５年度と
同様に測定

トリチウムが
ＬＨＤ内に残存し
ているため
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環境中性子モニタリング

新たな中性子の発生はなく、令和５年度のモニタリング結果についても、重水素
実験前の測定値の上限内で推移しているため測定を終了



トリチウムモニタリング

３

核融合科学研究所

採取位置 名称

F-1 生田川

F-2 生田川

A-3 妻木川

A-4 妻木川

Z 滝壺跡

ＬＨＤ内にトリチウムが残存しているため、測定を継続
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